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令和３年第２回議会定例会における行政概要報告書  

(令和３年２月２０日から令和３年５月２１日まで) 

 

１ 広報紙のリニューアルについて 

  より身近に、親しみやすく、手に取ってもらえる広報紙を目指し、４月１２日号か

ら新たな「広報なか」として、フルカラーで月２回発行するリニューアルを行いまし

た。 

 

２ 茨城女子短期大学生による市内周遊バスツアー報告会について 

 学校法人大成学園との連携協定に基づき、２月２４日に茨城女子短期大学の学生に

よる市の魅力について発表する報告会が行われました。 

昨年８月に実施された市内周遊バスツアーに参加した学生が、ツアーで発見した市

の魅力を資料にまとめ、いち押しポイントを織り交ぜ発表をしました。 

 

３ 連携中枢都市圏の形成について 

  ２月２５日に開催された県央地域首長懇話会において、県央地域を一層発展させて

いくため、現在、県央地域９市町村で進めている定住自立圏の取組から進展させ、よ

り広範な分野での連携を可能とし、圏域全体の経済成長を目的に加えた「連携中枢都

市圏の形成」を目指していくことについて合意しました。 

  今後は、圏域の形成及び連携協約の締結に向け、県央地域における将来ビジョンや

連携して取り組む事業等について、水戸市及び関係市町村と調整を進めていく予定で

す。 

 

４ いぃ那珂オフィスの開所について 

 ４月１日、市商工会の２階にサテライトオフィス、コワーキングスペースや創業支援、

移住相談等の機能を備えた複合施設いぃ那珂オフィスを開所しました。 

いぃ那珂オフィスでは、若者のＵＩＪターンや移住・二地域居住に興味がある方を

対象に、移住や仕事、就農の相談、住まいの紹介をワンストップで対応できる総合相

談窓口「いぃ那珂ＩＪＵ－Ｌａｂｏ」も設置し、移住相談員や企業コーディネーター、

地域おこし協力隊等と連携を図り、移住に関わるさまざまな課題にワンストップで対

応しオンラインで相談できる体制も整えています。 

  なお、オフィスの一室については、５月から創業者による利用が既に開始しており

ます。 

 

５ 地域おこし協力隊委嘱状交付式について 

  ４月１日、いぃ那珂オフィスにおいて、地域おこし協力隊に３人目の隊員が加わり、

委嘱状交付式を執り行いました。 

新隊員である支倉
はせくら

泰司
や す し

さんは、コミュニティマネージャーとして、地域住民が集ま

るイベントの実施やサテライトオフィスの誘致、テレワーカーの育成等を通して那珂

市の人材発掘及び起業・スキルアップ支援を推進していきます。 
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６ 水郡線サイクルトレイン運行記念イベントについて 

  ５月１日から開始された水郡線サイクルトレインの運行を記念し、上菅谷駅前に市

のＰＲブースを設置してサイクルトレイン利用者へのおもてなしや駅利用者への周

知等を図りました。併せて市長をはじめとした有志メンバーが、上菅谷駅から常陸太

田駅行きの列車に自転車とともに乗車し、常陸太田市から那珂市内を周遊するサイク

リングイベントを行い、サイクルトレインの醍醐味を堪能するとともに、那珂市を知

っていただく機会となりました。 

 

７ 令和３年度市民活動支援事業（市民提案事業）選考会（公開プレゼンテーション）

について 

  令和３年度那珂市市民活動支援事業における市民提案事業については、継続２団

体、新規２団体の申請があり、４月２３日に各団体が提案する事業の公開プレゼン

テーションを行いました。那珂市協働のまちづくり推進委員会による審査の結果、

全ての団体の提案事業が採択されました。 

 

８ 多文化共生セミナーについて 

５月１５日、ふれあいセンターよこぼりにおいて、多文化共生セミナー「エチオ

ピア編」を開催しました。笠間市在住で陶芸家として活躍されている、エチオピア

出身のタスファイエ・ガライヤ氏を講師に迎え、エチオピアから日本に来られた経

緯や、陶芸家としての活動、日本との習慣の違いなど、ユーモアを交えながらお話

をしていただきました。写真や映像によるエチオピアの紹介などもあり、参加者か

らは「旅行した気分になれた」、「両国の習慣の違いに関する話が興味深かった」な

どの感想をいただきました。 

 

９ 株式会社ノザワワールドとの災害時の協力に関する協定の締結について 

  ５月１０日、災害時における施設の利用と資機材の貸与に関することを旨とする

「災害時における施設等利用の協力に関する協定」をスーパー銭湯おふろの時間です

よを運営する株式会社ノザワワールドと締結しました。 

 

10 那珂市アグリビジネス戦略の策定について 

「第２期那珂市まち・ひと・しごと創生総合戦略」において、「農業で稼ぐいぃ那

珂プロジェクト」を立ち上げ、このプロジェクトを具体的に実践するために「那珂市

アグリビジネス戦略」を３月末に策定しました。 

「『未来へつなぐ 食べる喜び 作る喜び いぃ那珂農業』～儲かる農業へのチャレ

ンジで豊かないぃ那珂暮らしを実現～」をスローガンに掲げ、2021 年～2025 年の計

画期間に基本目標である農業の収益力向上、担い手の育成の実現に向け各種事業を展

開していきます。 

 

11 あおぞらクローゼット等の開催について 

  ３月７日、静峰ふるさと公園内において、地域おこし協力隊主催による「あおぞらクロ

ーゼット」が開催され、約６００人が来園し、事前に回収した衣服のうち２，０００着以
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上の配布が行われました。 

また、同時に魅力向上事業の一環として、管理棟付近の花壇に芝桜３００株の植え替え

を行い、約２００人が参加しました。 

 

12 ＢＵＲＧＥＲ ＢＡＫＡ（バーガーバカ）の開催について 

３月２０日、一の関ため池親水公園において、県内のハンバーガーショップが一堂に会

するイベント、「ＢＵＲＧＥＲ ＢＡＫＡ（バーガーバカ）」が開催され、約８００人が

来場し、同時に市の観光ＰＲを行いました。 

 

13 出張トランポリンの開催について 

  ５月１６日、静峰ふるさと公園内において、地域おこし協力隊主催による「出張トラ

ンポリン」が開催され、約１３０人が参加しました。 

 

14 ひまわりタクシーのひたちなか市への乗入れ開始について 

  ４月１日から「茨城県央地域定住自立圏」の公共交通関連の施策の一環として、デ

マンド交通「ひまわりタクシー」の運行区域を、水戸市内に加え、ひたちなか市内へ

拡大しました。ひたちなか市では、勝田駅西口での降車、産婦人科（３か所）及び整

形外科（１か所）の計４か所の医療施設での乗降車ができます。 

 

15 空き家等実態調査の結果について 

 令和２年度に空き家等の実態（現地）調査を行い、令和３年３月末現在における空き家

等の件数は６５３件となりました。今後は、空き家の所有者等に対し実態及び利活用等の

意向調査を行っていく予定です。 

 

16 下水道事業について 

 公共下水道事業については、令和２年度に工事が完了した額田東郷地区の１０.０

ｈａ、後台地区の１１．７ｈａ、戸地区の８.３ｈａの計３０．０ｈａについて、４

月１日に供用開始しました。 

 

17 浄化槽設置補助事業について 

 ４月１日から、合併処理浄化槽への転換補助を拡充し、汲み取り槽からの転換に伴

う宅内配管工事費と敷地内処理装置にかかる費用の一部を補助する市独自補助制度

を新設しました。 

  本年度の合併処理浄化槽申請件数ですが、５月２１日現在５９件、うち新設が２３

件、単独浄化槽や汲み取り槽からの転換が３６件になります。 

 

18 那珂市スポーツ推進計画の策定について 

市におけるスポーツ推進の方針を明らかにし、スポーツを通した健康増進、共生社

会の実現や地域の活性化等、活力ある社会づくりを目的として、令和３年度から令和

１２年度までの１０年間を計画期間とし、「那珂市スポーツ推進計画」を策定しまし

た。基本理念とした「活力ある生涯スポーツの推進と健康で生きがいのある生活の実
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現」を目指して、各部署が関係団体と連携し、各種施策に取り組んでいきます。 

 

19 第８回いばらきっ子郷土検定県大会（交流会）について 

３月１７日、茨城県教育委員会主催による「第８回いばらきっ子郷土検定県大会」

が開催されました。本事業は、中学２年生を対象に開催され、例年、県内各市町村大

会で上位の成績を収めた代表校が一堂に会し、競い合っていましたが、本年度は新型

コロナウイルス感染症拡大防止のためオンラインによる交流会が行われました。那珂

市代表は緑桜学園那珂市立第三中学校で、参加生徒全員で協力し、見事に全問正解を

達成しました。 

 

20 茨城ロボッツ「那珂市の日」について 

４月１５日、アダストリアみとアリーナにおいて、市とマザータウン協定を締結し

ているプロバスケットボールチーム茨城ロボッツと越谷アルファーズの試合が、「那

珂市の日」として開催されました。当日は、会場に市内飲食店２店舗による出張販売、

市ＰＲブースでの観光パンフレット等の配布、市特産品の抽選プレゼントなどを行い、

来場者に那珂市のＰＲを行いました。 

 

21 「こども読書週間」におけるイベントの開催 

「こども読書週間（４月２３日から５月１２日）」にあわせ、市立図書館では、４

月２４日及び２５日の２日間、子どもの読書活動推進を目的に「こども図書館まつり」

として、絵本作家の石崎
いしざき

なおこ先生、児童サービスボランティア、菅谷地区まちづく

り委員会、茨城女子短期大学の小松崎浩司
こまつざきひろし

准教授及び学生のご協力のもと、ワークシ

ョップやおはなし会などのイベントを開催しました。また、子どもたちが「本」への

興味・関心を持つきっかけづくりとして、図書館司書が中心となって選定した絵本を

入れた「おすすめ絵本お楽しみ袋」の貸出を実施しました。 

 

22 那珂の端午の節句展について 

４月１７日から５月５日まで、歴史民俗資料館と曲がり屋において、季節展「那珂

の端午の節句展」を開催しました。市民から寄贈された兜飾りや武者人形などのほか、

「那珂つるしびなの会」と「キルティー工房」の方々が手作りした「端午の節句のつ

るしびな」も展示しました。期間内の来館者は７９７人でした。 

 

23 「那珂市城館跡調査報告書」発行について 

市教育委員会では、平成２６年から３０年まで５か年間をかけ、市内の中世城館跡

について分布と表面調査を茨城大学に委託し、このたびその成果である報告書を発行

しました。内容は、各城館跡を地区ごとにまとめ、それぞれの歴史、現況や縄張り図

を掲載しながら、分かりやすく編さんしたものです。 

１冊７００円（税込）で歴史民俗資料館・中央公民館・市立図書館・生涯学習課（瓜

連支所２階）で販売しております。 
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24 消防業務について 

消防訓練指導については、事業所や学校等を対象として５回行い、６８４人が参加

し、防火防災知識の習得と防火意識の向上を図りました。 

また、応急手当普及のため普通救命講習会等を３回行い、３１人が修了しました。 

 火災出場件数については８件、救急出場件数については４９９件となっています。 

  さらに、地域防災の要として消防団員の勧誘に努め、団員の安全確保や迅速な消防

活動ができるよう新入団員等教養訓練を４月２５日に実施し、消防力の強化を図りま

した。 

 

 

令和３年６月１日 

 

       那珂市長   


